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黄金山に遊ぶ

牛 沢 信 人

いわ ゆる戦 後、教育大学 が移 って、昔 の札沼線

が学 園都市線 とい うような しょう洒 な名前で呼 ば

れる ようになって樺 戸地方 は見事 に変貌 した、,と

くに数年前 に"道 民 の森"が 開かれた り 「新十津

川物語 」が話題 になるな ど、 この近辺 とこの地域

の山々 は、 にわかに我 々の身近 な もの にな った。

樺戸 の山 々 とは、北方 に向 う広 島通 りの延長線上

に むらがる標 高1,000m前 後 の山 々であ る、,平均

距離 は凡そ50㎞ 前 後の山々であ る.さ らに樺戸 を

北方へ ぬけた ところに、す ぐ接 して増 毛、暑寒別

の 山々がある。黄金山 は、この山群 の南縁 にある、,

浜 益 のす ぐ手前 であ る。黄 金山(739m)は 奇 抜 な

形 を している。上 の方 の、 まな板 を立 てたその先

端のよ うな突 出 した形 が昔か ら人 目をひいて きた。

ご く最近世 に出 た 「山渓」の"日 本 の1.000名 山"

に は浜益方 面か らみ た秀逸 な富士 型(但 し形 だけ〉

の冬の姿 をのせ てい る,た だそ こに、 山があるだ

けで は恐 ら く登 る機 会 は無 かった と思 う。

ただ ただ植生 の ことにひかれ、あわせ て久 しぶ

りに、 むか し登 った南暑寒 や浜益 御殿 な ど、暑寒

の山々 を展望 しよ うと思 い立 って9月 初め の晴天

の 日をえらんででかけた。 あらためて、 この黄金

山を前 に してその山容 をみ て想 う.そ れ は本質的

にい えば定 山渓の手 前 の八劔 山1498m)と 実 に

似通 っている。 ともに火山性 の 山であるが、 いわ

ゆる火 山で はない。数100万 年 、数10万 年 以 来の

侵蝕 に耐 えぬい た、大 火山作 用後 の、いわば残骸

なので ある。両者の 山容 を比 較す る とむ しろ八劔

山の方が 、低 いの にかかわ らず量感が あ りはるか

に立派 にみえる。 しか し黄金 山は八劔 山 とは別の

す ぐれ た個性 をもっている。感動 を覚 えたのは、

海抜700mを す ぎた付近 か ら這 松帯 に入 る こ とで

ある。即 ち黄金 山で は、 この地理 的位 置、 そ して

この高度か ら上 で高 山植物帯 を形成 して いるので

ある。安 山岩 の中 を縦横 に走 る節理 の間 につ まし

た土壌 に、高 山植物 が根 をお ろ している。 まるで

海抜700mか ら上 では、四方が垂直 に近 くき りたっ

た、天 を ますよ うで 、しか も巧 まざる ロ ック ・ガー

デ ンが忽然 と目の前 にあ らわれる。樹木 では、 ま

ず何 よ りも高地 の指標 で あるハ イマ ツ、それに倭

性 の ミズナラ、 ダケカンバ 、 ミヤマハ ン ノキ、 ミ

ネカエデ、 ミヤマホ ツツジ、 タカネナ ナカマ ドな

ど、そ してサ ク ラもある。 ミネザ クラか。草本 で

はチ ャボ カラマ ツ、アサ ギ リソウ、 ミヤマア ズマ

ギ ク、 シラネニ ンジン、 コケモモ等 であ る。1年

近 く前 か らの計画 であ った。登 り終 えて満足感 が

胸一杯 に ひろが る。 で きれ ばもっ と早 く花の豊富

な時期 に訪れ たか った。

クルマで往復!0時 間 を要 する。 その大凡半分 は

山で の行動 時間、他の半分 は運 転 に要 した時問で

あ った。

野幌の植物の行方その2

村 野 紀 雄

A

!は じめ に

野 幌森林公園 は野幌 国有林 の大 部分 を取 り込 ん

で1968年 に指定 された道 立 自然公 園で、 自然性豊

かな森林 を最大 の資源 としてい る、,野幌国有林 は

札幌 に接 する原始林 として、早 くか ら有 名で あ っ

て 、植物 に関す る資料 も比 較的多 く蓄積 されて き

た。 しか しなが らその原始性 は とうの昔に失わ れ

てお り、植物 相 も微妙 に変わ って きている.資 料

と近年 の筆者 らの観察 から、保全上参考 にな りそ

うな こ とを取 り出 して みた。

使 った資料 の うち、主 な もの と して次 の ものが
A

ある。

・1917:野 幌 国有林 野生植物調査(工 藤)

・1928:野 幌 国有林野生 植物調査報告 書(林 試)

・1934:野 幌 国有林植物 調査書(館 脇、松江)

・1973:北 海 道 石 狩国 野幌 森林 の植物 学 的研 究

(館脇 、五十 嵐)

・1988:野 幌 森林公園 の高等 植物新記録種 につ い

て(村 野)

・1992:札 幌 の植物(原)

な お、 ぼたにか7号 には1973年 の 資料 を中心 に

して、 同 じ 「野幌の植 物 の行方」 の タイ トルで記

述 したが、 ここでは もっ と資料 を増 や し、種 名等
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を で きるだ け統一 し、記録数等 の動 き等 を追 って

いる。

また、1992年 につ いて は 「札幌 の植物」 のほ か

村野 の1988年 記 録 およびそ の後 の未発 表記 録 を加

えて検 討 してい る。

2記 録数 の推移

ユ917年 資 料 に は381の 種 類が記 録 されて いる。

この時代 、すで に野幌 の森 は、野 幌林 間大学 開催

な どを通 して、野幌原始 林 として全国 に名が知 ら

れ、工藤祐舜 に よって フ ロラの大要 が把 握 されて

いる。

1928年 資 料 に は427の 種 類 が記 録 され てい る.

_こ の資 料 は1928年 の 資料が林業 試験 場(当 時野幌

にあ った)に よ り増 補改訂 された もので、新 たに

追加 した種類 は54で 、累算 して435と な る。

1934年 資 料 には545の 種 類 が記載 され てい る。

その うち新 たな種類 は137と な って いる。 累算 す

る と567と な る、、

1973年 の 資料 には567の 種 類 が記載 されて いる。

そ の うち新 たに記録 された'種類 は32で 、 累算604

と な っている,、

1992年 に は561の 種 類 が あげ られて いる。新 た

に記録 された種類 は129で 、 累算 種類733と な って

い る。

年度別(そ の前 に何 年調査 しているの か解 らな

いが、年度 はその前 の調査 期 間 を代表 させ てい る!

記 録種 類数 は、1934年 以 降3回 とも500半 ばで ほ

ぼ一定 しているか ら、これが一一調査期 間の野幌 で

_の 識別限界 と考 えられる。

累計種類 数 は当初381か ら 、75年 間 で倍 の733と

な っている。増 え方 の激 しいの は1934年 と1992年

で それぞ れ130前 後 を増 や してい る。75年 間で毎

年 、平均4.7ず つ 記録 を増 や して きことになる。

3帰 化植物

帰 化植物 は累計で68種 類 となる が、1973年 以 前

に記録 された もので1992年 時 点 に確認 され ていな

い ものが10種 ある。次 の とお りで ある。

マ ツヨ イセ ンノウ、 ムシ トリナ デ シコ、 アオゲ

イ トウ、 ワサ ビダイコ ン、 タチ イヌ ノフグ リ、 フ

ランスギ ク、 ノゲ シ、 ドクムギ、 タチ イチ ゴツナ

ギ、マ カラスムギ

また、1973年 以 降 に新 たに追加 された ものが35

種 ある。次 の とお りであ る。

ウ ラジロハ コヤナギ、 カ ラハナ ソ ウ、ハ イ ミチ

ヤ ナギ、ナ ガバ ギ シギ シ、ヤマ ゴボウ、セ リバ オ

ウ レン、ハ ルザ キヤマ ガラ シ、エ ゾスズ シロ、 オ

ラン ダガ ラシ、キ レバ イ ヌガ ラシ、 イ タチハギ、

コメツブ ウマ ゴヤ シ、 ムラサキ ウマ ゴヤ シ、 シナ

ガワハ ギ、 タチオ ランダゲ ンゲ、ギ ンセ ンカ、 ノ

ラニ ンジ ン、 ワス レナ グサ 、ネバ リノギ ク、ユ ウ

ゼ ンギ ク、 アメ リカセ ンダ ングサ、 キクニ ガナ、

セイ ヨウ トゲ アザ ミ、ア メ リカ トゲ アザ ミ、 コウ

リンタンポ ポ、 ブ タナ、 アキ ノノゲ シ、 キヌ ガサ

ギ ク、オオハ ンゴ ンソウ、ヤエザ キハ ンゴンソウ、

ミズ アオ イ、ハ ルガヤ等 。

帰化植 物率(全 確認種一類数 に対 する帰化植物 の

種類 数の割合)で みる と19ユ7年3%、1934年5%、

そ して1992年 に は10%を 超 えて いる。 戦後、特 に

近年 、 この地域 がの急激 に人工化 されて いるこ と

が このこ とか ら伺 うこ とがで きる。

ホザ キ シモ ッケ

クガイ ソウ

ス ミ レ サ イ シ ン

ミヤマモジズリ

(寺崎日本植物図譜より転写)
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4希 少 種

・ レ ソ ド デ ー タ ブ ッ ク 記 載 種

ハ イ ハ マ ボ ッ ス 、 ミ ズ ア オ イ 、 タ マ ミ タ リ 、 キ

ン セ イ ラ ン 、 サ ル メ ン エ ビ ネ の5種 で あ る が こ の

う ち ミ ズ ア オ イ は1988年 に 記 認 さ れ た が そ の 後.生

育 地 の 水 環 境 が 変 わ り 姿 を 消 し て い る,

・1973年 以 前 の 記 録 に あ っ て 、 そ の 後 、1992年 ま

で 確 認 で き な か っ た 自 生 の 種 類 が142あ る 、,も ち

ろ ん も っ と よ く踏 査 す れ ば 確 認 で き る も の が 含 ま

れ て い よ う が 、 見 つ け に くか っ た と い う こ と で 、

こ れ ら を 一 応 、 希 少 種 と み な す こ と が で き る 、,そ

の 主 な も の は 次 の と お り で あ る.

オ シ ャ ク ジ デ ン ダ 、 エ ゾ デ ン ダ 、 サ ナ エ タ デ 、

ノ ダ イ オ ウ 、 ツ メ ク サ 、 フ シ グ ロ 、 ク ロ バ ナ ハ ン

シ ョ ウ ズ ル 、 エ ゾ ア キ カ ラ マ ツ 、 ミ ツ バ ベ ン ケ イ

ソ ウ 、 ウ メ バ チ ソ ウ 、 ク ロ ミサ ン ザ シ 、 エ ゾ ノ コ

リ ン ゴ 、 ワ タ ゲ カ マ ツ カ 、 ホ ザ キ シ モ ツ ケ 、 ヌ ス

ビ トハ ギ 、 レ ン リ ソ ウ 、 セ ン ダ イ ハ ギ 、 モ メ ン ズ

ル 、 ナ ン テ ン ハ ギ 、 カ ラ コ ギ カ エ デ 、 コ ハ ウ チ ワ

カ エ デ 、 ニ シ キ ギ 、 ク ロ ウ メ モ ドキ 、 カ ラ ス シ キ

ミ、 ア イ ヌ タ チ ツ ボ ス ミ レ 、 ス ミ レ サ イ シ ン 、 カ

ワ ラ ボ ウ フ ウ 、 コ ヨ ウ ラ ク ツ ツ ジ 、 ウ ス ノ キ 、 オ

オ バ ス ノ キ 、キ バ ナ カ ワ ラ マ ツ バ 、ア カ ネ ム グ ラ 、

カ リ ガ ネ ソ ウ 、 オ ド リ コ ソ ウ 、 ミ ヤ マ マ マ コ ナ 、

エ ゾ ク ガ イ ソ ウ 、 オ トコ エ シ 、 バ ア ソ ブ 、 シ ラ ヤ

マ ギ ク 、 サ ジ ガ ン ク ビ ソ ウ 、 イ ワ ニ ガ ナ 、 ス ズ ラ

ン 、 ク ロ ユ リ 、 エ ゾ ゼ ン テ イ カ 、 ソ ウ ウ ン ザ サ 、

チ トセ ザ サ 、 カ ラ ス ビ シ ャ ク 、 タマ ミ ク リ 、 サ ン

カ ク イ 、 サ サ バ ギ ン ラ ン 、 ミヤ マ モ ジ ズ リ 、 ジ ガ

バ チ ソ ウ 、 フ タ バ ラ シ 、 タ カ ネ ト ン ボ 、 ミヤ ケ ラ

ンっ

・1974年 以 後1992年 ま で に 新 た に 確 認 さ れ た 自 生

の 種 類 が89あ る 。 こ れ まで 見 つ け に く か っ た も の

と考 え ら れ る こ と か ら 、 こ れ ら も 一 応 、 希 少 種 と

み な す こ と が で き る 。そ の 主 な も の を 次 に あ げ る 、、

ナ ガ ホ ノ ナ ツ ノ ハ ナ ワ ラ ビ 、 サ カ ゲ イ ノ デ 、 サ

トメ シ ダ 、 シ ロ ヤ ナ ギ 、 ク サ コ ア カ ソ 、 ミ ズ 、 サ

デ ク サ 、 ヤ ノ ネ グ サ 、 オ ク ミチ ヤ ナ ギ 、 キ ク ザ キ

イ チ ゲ 、 ア ズ マ イ チ ゲ 、 サ ン カ ヨ ウ 、 コ オ ホ ネ 、

エ ゾ キ ケ マ ン 、 ス カ シ タ ゴ ボ ウ 、 エ ゾ ク ロ ク モ ソ

ゥ 、 ヒ メ キ ン ミ ズ ヒ キ 、 ヘ ビ イ チ ゴ 、 ヤ ブ ヘ ビ イ

チ ゴ 、 カ ラ フ トダ イ コ ン ウ 、 ノ イ バ ラ 、 ツ ル フ ジ

バ カ マ 、 ヌ1レ デ 、 オ オ モ ミ ジ 、 ヒ シ 、 千 ヨ ウ ジ タ

デ 、 ア リ ノ ト ウ バ ナ 、 シ ャ ク 、 ギ ンllヨ ウ ソ ウ モ

ドキ 、 ベ ニ バ ナ イ チ ヤ ク ソ ゥ 、 ヤ エ ム グ ラ 、 ヤ マ

ク ル マ バ ナ 、 キ ン ギ ン ボ ク 、 ノ コ ギ リ ソ う 、 ヒ ヨ

ド ロ バ ナ 、 ヒ メ イ ズ イ 、 ク ロ ミ ノヒ ヴ カ エ ン レ イ

ソ ゥ 、 シ バ ム 皐 、 タ で ヌ ビ エ 、 ホ ソ ム ギ 、 キ ダ ザ

サ ガ ヤ 、 ミヤ マ ネ ズ ミ ガ ヤ 、 ハ ナ ク ザ キ ビ 、 ヒ メ

ザ ゼ ン ソ ウ 、 ア オ ウ キ ク サ 、 ウ キ ク サ 、 ミ ケ リ 、

ウ キ ヤ ガ ラ 、 ギ ン ラ ン 、 ク モ キ リ ソ ウ 、 ト ン ボ ソ

ウ

・そ の 他 、各 年 に 渡 っ て 記 録 さ れ て い る も の で も 、

極 め て 少 な い も の 、 あ る い は 少 な く な り つ つ あ る

も の と ー考え ら れ る も の が あ る 。次 の と お りで あ る 、、

ク ジ ャ ク シ ダ 、 クサ ソ テ ツ 、 コ ナ ラ 、 エ ゾ エ ノ キ 、
A

フ ク ジ ュ ソ ウ 、 エ ゾ ノ リ ュ ウ キ ン カ 、 ハ イ キ ン ォ

ウ ゲ 、 ヤ マ シ ャ ク ヤ ク 、 ヒ ロ ハ ッ リ バ ナ 、 ク ロ ツ

リ バ ナ 、 ミッ バ ウ ツ ギ 、 オ ニ ウ コ ギ 、 ギ ン リ ョ ウ

ソ ウ 、 ハ ナ ヒ リ ノ キ 、 ア ク シ バ 、 ア ケ ボ ノ ソ ウ 、

キ ヨ ス ミ ウ ッ ボ 、キ ミ ノ エ ゾ ニ ワ トコ 、ギ ョ ウ ジ ャ

ニ ン ニ ク 、 コ バ ギ ボ ウ シ 、 ミ ズ バ シ ョ ウ 、 サ ル メ

ン エ ビ ネ 、 ユ ウ シ ュ ン ラ ン 、 サ サ バ ギ ン ラ ン 、 サ

イ ハ イ ラ ン 、 ツ チ ア ケ ビ 、 ヒ メ ミヤ マ ウ ズ ラ 、 ノ

ビ ネ チ ド リ 、 サ カ ネ ラ ン 、 オ オ ヤ マ サ ギ ソ ウ 、 エ

ゾ エ ノ キ

5お わ りに

野幌 は都市 郊外の森林地域 と して、社 会、経 済

の変動 の影響 を大 き く受 けて きた。当然 、その植

物相 も自然 の遷移 を超 えて変化 して きている と考

え られ るが 、デー タと して きちん とま とめた ものA
がない。

ここで は75年 間の記 録種 の推移 とい う形 で ま と

めてみたが 、少な くとも、 これか ら問題 にすべ き

個別種 が浮か びでて きてい る と考 え られ る。 これ

らを詳細 に検証 し、その生態面 を も明 らか にする

こ とによ って 、保護iや利用 の手立 てが開 かれよ う。

なお、 日本版 レッ ドデー タに記載 されて いる希

少植物 は野幌で は5種 しか認め られていな いが 、

これが野 幌で最 も希少 とい うので はな く、 この地

域で考 えるな らばもっ と別な評価が される に違 い

ない。 本稿 が そう した評価 の第一一歩 になるな ら幸

甚で ある,,
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